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教育委員会 社会教育課 スポーツ振興係 ☎（93）3592
学校教育課　　　　　　　 ☎（88）1115　

中学生のスポーツ・文化活動の指導に興味がある方や、子どもたちと一緒に体を動かしてみたいと
思っている方はお問合せください。

部活動と地域スポーツ（文化）活動のイメージ

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日

朝

放課後
（平日は少なくとも１日、週末は少なくとも１日以上を休養日とする）。

週当たり２日以上の休養日を設ける。

「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン」より

部活動として運営 地域スポーツ（文化）活動
として運営

中学校の部活動がいま、
大変なことに…

※各年度５月１日現在の佐伯中、和気中の加入者数合計（１年～３年）

　現在、少子化の影響等で、各部活動に所属している
生徒が減少しており、町内２中学校では、単独校では
練習が十分に行えなかったり、大会に出場できな
かったりする状況が見られます。
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H24年度 減少率
剣  道
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バレーボール
野  球

多くの団体種目で単独チーム
が組めず、自治体をまたいだ合
同チームを組み、大会に参加す
る状況が多くなっています。

　和気町では、子どもたちが将来にわたってスポーツや文化活動に取
り組むことで、「楽しさ」や「喜び」を感じたり、豊かな人間性・想像
力・感性を育んだりすることができると考えています。 
　そのためには、子どもたちの多様な体験機会を確保していくことが
必要であることから、国は、こうした課題を踏まえた改革の第一歩と
して、部活動の地域移行を休日から進めていくこととしました。
　現在、総合型スポーツ和気クラブを中心に、その準備を
進めています。

町をあげてのスポーツ・文化環境づくりが急務

問い合わせ先

部活動改革の方向性
現在、国で議論されている
「部活動の地域移行」
についての情報はこちらから。

運動部活動の地域移
行に関するYouTube
動画
スポーツ庁

文化部活動の地域
移行に関する検討
会議提言（概要）
文化庁

学校部活動及び新たな
地域クラブ活動の在り
方等に関する総合的な
ガイドライン（概要）

運動部活動の地域
移行に関する検討
会議提言（概要）
スポーツ庁

部活動名

【問い合わせ先】
地域包括支援センター
☎（92）9778

　認知症疾患医療センターとは、認知症の人やその家族が住み慣れた
地域で安心して生活ができるための支援の一つとして、都道府県や政令
指定都市が指定する病院に設置するものです。
　認知症疾患医療センターでは、認知症専門医が認知症の鑑別診断を
行い、適切な治療に結び付けます。
　認知症に関する悩みや心配ごとなどがありましたら、認知症疾患医療
センターにご相談ください。受診の際は、あらかじめ、医療機関に直接ご
連絡ください。

病院名

岡山大学病院

慈圭病院

川崎医科大学付属病院

倉敷平成病院

積善病院

きのこエスポワール病院

向陽台病院

　　　担当部門

総合患者支援センター

生活福祉支援課

患者診療支援センター

医療福祉相談室

地域医療連携室

みまさか認知症医療連携室

地域生活支援室

医療相談室

　　　　　住所

岡山市北区鹿田町2-5-1

岡山市南区浦安本町100-2

倉敷市松島577

倉敷市老松町4-3-38

高梁市落合町阿部2200

津山市一方140

笠岡市東大戸2908

真庭市上市瀬368

相談窓口電話番号

086-235-7744

086-262-1191（内線254）

086-464-0661

086-427-3535

0866-22-8300

0868-22-3173

0865-63-0725

0867-52-0131

こころの医療
たいようの丘ホスピタル

病院名

岡山赤十字病院

　　　担当部門

医療福祉相談室

　　　　　住所

岡山市北区青江2-1-1

相談窓口電話番号

086-222-8843

　タッチパネル式プログラムを活用し、普段の生活の
困り事・心配事などのご相談に応じます。認知症の早
期発見・早期治療のため、お気軽にご相談ください。開
催は年4回程度で、事前予約制となります。開催が決ま
りましたら、広報わけと告知放送でお知らせします。
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